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東
大
２６
名

（公
立
全
国
４
位
）

京
大
８
名

筑
波
大
３２
名
　
東
北
大
１４
名

国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
５
名

進
路
指
導
部
長
　
浅
野
　
武
雄

今
年
が
最
後
と
な

っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験

に
お
い
て
は
、
大
学
共
通
テ
ス
ト
を
意
識

し
た
出
題
も
見
ら
れ
た
ｃ
志
望
動
向
に
影

響
が
大
き
い
平
均
点
は
、
数
人
の
主
要
教

科
で
ダ
ウ
ン
し
た
．
特
に
英
語

（筆
記

＋

Ｌ
）
が
マ
イ
ナ
ス
ー０
点
、
数
学
Ｉ
Ａ

・
Ⅱ

Ｂ
マ
イ
ナ
ス
ー２
点
と
大
幅
に
ダ
ウ
ン
。
そ

の
た
め
国
公
立
大

へ
の
志
願
が
例
年
に
比

べ
減
少
し
た
．
特
に
難
関
大
を
除
く
国
↓

大
で
減
少
が
顕
著
で
あ

っ
た
〕

ま
た
、
来
年
か
ら
共
通
テ
ス
ト
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
現
役
合
格
を
意
識
し
た
心

理
に
よ
り
、
例
年
以
上
の
安
全
志
向
が
み

ら
れ
た
．
特
に
近
年
難
化
を
み
せ
て
い
た

都
市
部
私
立
大
を
敬
遠
す
る
動
き
が
鮮
明

で
あ
り
、
私
立
大
で
は
１４
年
ぶ
り
に
志
願

者
が
減
少
し
て
い
る
ｃ

こ
こ
数
年
、
都
市
部
を
中
心
と
し
た
私

市
大
学
難
化
の
要
因
と
な

っ
て
い
た
入
学

定
員
管
理
の
適
正
化
は
、
多
く
の
大
学
で

昨
年
ま
で
に
終
え
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
今
春
は
、
合
格
者
数
の
増

加
傾
向
に
な

っ
た
．

ま
た
、
理
高
文
低

の
傾
向
が
見
ら
れ
、

理
工
系
の
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
。

本
校
の
合
格
状
況
に
つ
い
て
は
表
の
と

お
り
で
あ
る
．
国
立
難
関
大
学
の
合
格
者

数
は
、
北
海
道
大
３
名
、
東
北
大
１４
名
、

東
大
２６
名
、
東
Ｉ
大
４
名
、
一
橋
大
１
名
、

名
大
１
名
、
京
大
８
名
、
阪
大
９
名
、
九

大
１
名
と
合
計
６７
名
で
あ

っ
た
。
そ
の
他

で
合
格
者
の
多

い
大
学
は
、茨
城
大
１９
名
、

筑
波
大
３２
名
、
千
葉
大
１３
名
と
な

っ
て
い

る
‘次
に
医
学
部
医
学
科
に
つ
い
て
は
、
国

公
立
大
合
格
者
数
は
、
旭
川
医
科
大
１
名
、

北
海
道
大
１
名
、
弘
前
人
１
名
、
筑
波
大

１
名
、
徳
島
大
１
名

の
５
名
で
あ

っ
た
．

国
公
立
大
以
外
で
は
、
防
衛
医
科
人
１
名

を
含
む
１４
名
の
合
格
が
あ

っ
た
，

ま
た
、
新
卒
生
の
国
公
立
大
合
格
者
数

は
１
２
８
名
。
現
役
進
学
率
は
６６

・
６
％

と
な
り
、
本
校
と
し
て
は
、
２
年
連
続
の

高
い
進
学
率
と
な

っ
た
（

本
校

の
生
徒
が
受
験
す
る
大
学
に
は
、

難
関
大
と
い
わ
れ
る
大
学
が
多
く
、
日
標

を
高
く
設
定
し
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
生

徒
の
姿
勢
が
窺
え
る
で
し
か
し
な
が
ら
、

本
校
を
取
り
ま
く
環
境
変
化
は
急
激
に
進

ん
で
お
り
、
今
後

一
層
の
学
習
指
導

・
進

学
指
導

の
充
実
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
．

令和2年度入試合格状況
私立大学

大学校

大 学
青山学院 23 16

学習院

慶応義塾 21

国際基督教

芝浦工業 31 12

上智

中央 25 12

東京女子 12

90 43

日本 23 11

日本女子 17 14

明治 65 36

去政 48 25

立教 23 15

早稲田 46 25

同志社

立命館

その他 246 129

私立大学合計 698 375

大  学 合格者 新卒

旭川医科

帯広畜産

」し,,i童

弘前

こ北 14

秋 田

茨城 17

筑波 32 28

群馬

埼玉

千葉

お茶の水女子

電気通信

東京 26 14

東京外国語

東京学芸

東京工業

東京農工

一橋

浜国立
・
潟

金沢

信 州

名古屋

京都

大 阪

神 戸

広 島

山 口

香川

徳 鳥

九州

茨城県立医療

東京都立

横浜市立 .
新潟県立

長岡造形

fБ留文科

静岡県立

IIサ阜某科

大阪府立

国公立合計 185 128

大 学 合格者 新卒

防衛医科

防衛

大学校計

大 学 合格者 新卒

旭川医科

」ヒ,● :首

弘前

筑 波

徳島

防衛医千1

東北医il業本|

国1祭医療福祉

獨協医科

埼玉医科

杏林

昭和

順天堂

東京医科

医学科計 19

囲

四

日

日

美
術
　
関
谷
　
隆
志

授
業
は
美
術
と
関
係
の
な
い

「
つ
ま
ら

な
い
話
」
か
ら
い
つ
も
始
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
本
県
の
米
来
を
牽
引
す
る
事

に
な
る
で
あ
ろ
う
若
者
た
ち
に
は
、
学
校

で
は
学
ば
な

い
様
々
な
事
象
に
対
し
て
、

広
く
興
味
を
持

っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
＾

音
楽
　
竹
原
　
慈
美

様
々
な
場
面
で
生
徒
と
日
々
を
共
に
す

る
中
で
、
何
事
も
全
力
で
取
り
組
む
生
徒

の
姿
は
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い

ま
す
．
授
業
で
扱
う
の
は
、
幅
広
い
内
容

・
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
．
ど
ん
な
子
に
も
、
授
業

が
自
身
の
中
で
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
働
く

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
ん
だ

「音

楽
」
や

「芸
術
」
か
ら
、
自
分
な
り
に
没

頭
で
き
る
も
の
を
見

つ
け
、
音
楽
や
芸
術

が
寄
り
添
う
日
々
を
送

っ
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
．

美術の授業 (1年デザインの学習)

創作 〔作由:の授業

会
費
納
入
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

平
成
３１
年
度
会
費
納
入
状
況
は
、
２
．
２
１
０
名
の
皆
様
方
か
ら
７
，
３
４
２
．
０
０
０
円
を
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
費
は
、
各
事
業
項
目
に
充
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
．

進
修
同
窓
会
規
則

（抜
粋
）

第
１２
条
　
本
会
の
経
費
は
第
１０
条
の
人
会
金
、
年
会
費
、
終
身
会
費
及
び
篤
志
寄
付
金
を
以
て
充

イＬ
フ一
〓

一
、
年
会
費
は
、
６
年
目
以
降
は
、
３
千
円
以
上
と
す
る
．

二
、
終
身
会
費
は
、
３
万
円
以
上
と
す
る
。

住
所
変
更
手
続
き
の
お
願
い

住
所
や
電
話
番
号
牛
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
左
記
の
Ｅ
メ
ー
ル
ヘ
送
信
下
さ
い
〓
又
同
窓
会
会

員
名
緯
の
不
明
者
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
知
人
や
友
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
当
人
に
事
務
局

へ
連

絡
す
る
よ
う
お
伝
い
頂
き
ま
す
よ
う
、
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
事
務
局

Ｅ
メ
ー
ル
　
Ｌ
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